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論  文  内  容  の  要  旨 
 
       






まず、乾癬患者を集めた臨床研究では乾癬の皮膚重症度スコア  (PASI)と高血糖 
(HbA1c)が相関していることがわかった（n=39, Spearman’s ρ = 0.582, 95%CI: 0.3177 to 0.7623）。
さらに PASI 20 で集団を二つに分けたときに、PASI20 以上の集団で有意に HbA1c が高くなるこ
とがわかった。また、入院患者の case report では、光線治療で PASI が改善するとインスリンの
食後追加分泌が改善することがわかった。また、この時血清サイトカイン値も改善していること
がわかった。さらに、IL17 抗体治療に関する臨床研究では、抗体治療により PASI が改善すると










膵臓全体に占める膵臓 islet の大きさの割合にも差がなかった。膵臓 islet を分離培養しインスリ
ン分泌を調べるグルコース刺激試験を行ったが、そちらにも差がなかった。つまり IMQ 塗布によ
って膵臓 islet は障害されないということがわかった。さらに、抗 IL17 抗体を隔日投与し、治療
による糖代謝への効果も調べたところ、空腹時血糖は有意に抗体治療により低下することがわか
った。また、過去の報告からのデータセットによると、マウスより単離した islet では IL17 系サ
イトカインのレセプターが高発現していた。今回治療により皮疹は完全には除去することができ
ず、トレランステストでは差が見られなかった。以上のマウス研究より、乾癬モデルマウスでは









（注）和文で２，０００字以内でまとめる       
 
 
  論文審査の結果の要旨 




乾癬の皮膚重症度スコア (PASI)と高血糖 (HbA1c)が相関していることがわかった（n=39, 
Spearman’s ρ = 0.582, 95%CI: 0.3177 to 0.7623）。PASI20 以上の集団で有意に HbA1c が高くなる
ことが明らかとなった。入院患者の少数例での検討では、光線治療で PASI が改善するとインスリン
の食後追加分泌が改善し、血清サイトカイン値も改善していることも明らかとなった。IL17 抗体投









islet の大きさの割合にも差がなく、膵臓 islet を分離培養しインスリン分泌を調べるグルコース刺
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